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【 

祝 

市
制
施
行
70
周
年
】 

新
谷
梨
恵
子(

農
業
振
興
功
労) 

羽
鳥  

正
一(

地
方
自
治
功
労) 

記
念
式
典
功
労
者
表
彰 

 
 
   

 
 

小
千
谷
市
制
70
周
年
記
念
式
典
が
令
和 

６
年
５
月
１
日(

水)

午
後
３
時
よ
り
小
千 

谷
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
執
り
行 

わ
れ
ま
し
た
。(

写
真
提
供 

小
千
谷
市) 

                  

 

こ
の
式
典
に
お
い
て
小
千
谷
市
褒
章
条 

例
に
基
づ
く
農
業
振
興
功
労
者
と
し
、
新 

谷
梨
恵
子
氏(

時
之
島)

が
、
農
業
者
の
６ 

次
産
業
化
の
支
援
や
女
性
活
躍
の
推
進
に 

寄
与
し
地
域
農
業
の
振
興
に
尽
く
し
た
と 

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

新
谷
氏
は
、「
小
千
谷
市
褒
章
条
例
に
基 

づ
く
褒
章
を
受
章
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
５０
周
年
の
際
に
当
時
の
関
市
長
と
対 

談
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
２０
年
が
過 

ぎ
、
こ
の
間
取
組
ん
で
き
た
こ
と
に
今 

回
、
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
更
な
る
成
長
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

                  

ま
た
、
こ
の
度
の
市
政
施
行
７０
周
年
特 

別
表
彰
の
地
方
自
治
功
労
者
と
し
、
羽
鳥 

正
一
氏(

中
山)

は
消
防
団
員
と
し
て
４０
年 

以
上
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
の
指
導 

育
成
と
団
の
充
実
強
化
に
尽
く
し
た
と
し 

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

羽
鳥
氏
は
、「
こ
の
度
、
地
方
自
治
功
労 

者
と
し
て
特
別
表
彰
を
し
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。
消
防
団
の
機
関
員
時
、
地
元
消
防 

団
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
思
い
出 

さ
れ
ま
す
。
特
に
特
別
消
防
団
で
の
会
議 

は
有
意
義
で
し
た
。
消
火
活
動
時
に
自
宅 

を
全
焼
し
て
財
産
を
失
っ
て
し
ま
う
姿
を 

目
の
当
た
り
に
し
、
絶
対
に
火
災
事
故
は 

だ
さ
な
い
ぞ
と
心
に
刻
ん
だ
こ
と
を
覚
え 

て
い
ま
す
。
最
近
熊
が
頻
繁
に
出
没
し
て 

い
ま
す
が
、
火
の
取
り
扱
い
に
も
十
分
注 

意
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
コ
メ
ン
ト
を 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
両
名
と
も
ご
受
章 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                 

な
お
、
７０
周
年
特
別
表
彰
で
は
、
本
田 

剛
氏(

平
沢
１
・

桂
平
出
身)

が
小 

千
谷
市
議
会
議 

員
と
し
て

２０

年
の
永
き
に
わ 

た
り
地
方
自
治 

の
興
隆
に
尽
く 

し
た
と
し
、
地 

方
自
治
功
労
の 

受
賞
を
し
ま
し 

た
。 

                                  

ま
っ
と
の
キ
ャ
ッ
フ
レ
ー
ズ
は 

 

も
っと 

ホ
ッ
ト
に 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
っと
! 

  
 

 

み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
頑
張
ろ
う 

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン 

実
践
取
組
み
の
検
討 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員
会 

  

１０
年
後
を
見
据
え
た
真
人
里
地
地
区
の 

将
来
プ
ラ
ン
実
施
に
向
け
た
２
年
目
の
取 

り
組
み
に
つ
い
て
、
実
践
委
員
会
を
５
月 

２３
日(

木)

の
午
後
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。 

 

農
業
及
び
活
性
化
に
つ
い
て
、
分
科
会 

ご
と
に
さ
ら
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。
詳
細 

に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
報
告
を
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
度
の
重
点
取
り
組
み
と 

し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
」
に
つ 

い
て
早
期
に
ま
と
め
、
真
人
里
地
振
興
協 

議
会
へ
提
言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

他
地
区
で
は
公
共
交
通
の
廃
止
に
伴 

い
、
コ
ミ
バ
ス
の
運
営
や
乗
り
合
い
タ
ク 

シ
ー
の
導
入
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
い
ず 

れ
か
の
方
法
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

真
人
里
地
地
区
で
は
公
共
交
通(

バ
ス
路 

線)

の
廃
止
と
な
る
状
況
に
現
在
は
あ
り
ま 

せ
ん
が
、
バ
ス
路
線
か
ら
離
れ
た
集
落
や 

地
区
も
あ
り
、
交
通
不
便
者
に
は
良
い
環 

境
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
路
線
バ
ス
へ 

の
接
続
や
病
院
、
交
流
館
な
ど
へ
の
循
環 

バ
ス
と
し
て
の
運
行
で
利
便
性
を
高
め
た 

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

バ
ス
の
空
き
時
間
を 

活
用
し
た
デ
イ
ホ
ー 

ム
や
健
康
体
操
、
買 

い
物
の
ツ
ア
ー
な
ど 

の
送
迎
や
運
行
な
ど 

へ
の
活
用
が
考
え
ら 

れ
ま
す
。
地
域
の
移 

動
支
援
・
買
い
物
支 

援
策
と
し
た
導
入
に 

伴
う
運
営
・
組
織
化 

に
つ
い
て
取
り
組
ん 

で
い
き
ま
す
。 
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市政施行７０周年からのRe : START 

「市民総参加の未来づくりに挑戦!」 
市民総参加のプロジェクト 

「みんなの一歩で、未来づくり大作戦」 

市政懇談会「市長と車座トーク」を開催します (１９時開始～約1.5h ) 

5月２９日(水) 真人ふれあい交流館 ・ ６月１３日(木) 若栃集落センター 

受賞される新谷梨恵子氏 

受賞される羽鳥正一氏 
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ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン(

真
人
里
地) 

 
 

 
 

   

取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た 

  

新
潟
県
長
岡
地
域
振
興
局
の
令
和
５
年

度
「
事
業
報
告
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
で
真
人

里
地
地
区
が
取
組
む
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
で

将
来
プ
ラ
ン
へ
の
実
践
事
業
の
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
長
岡
農
林
振
興
部
の
管

内
で
は
、
現
在
４
地
区
が
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

                             

                                        

啓
蒙
看
板
設
置 

真
人
地
域
資
源
保
全
会 

 

真
人
地
域
資
源
保
全
会
は
、
地
域
農
業 

の
保
全
や
持
続
的
な
農
業
活
動
が
行
わ
れ 

る
よ
う
に
、
新
た
に
啓
蒙
看
板
を
真
農
会 

事
務
所
に
設
置
し
ま
し
た
。 

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン(

真
人
里
地
地
区)

が 

進
め
る
農
業
へ
の
課
題
解
決
の
取
組
み
も 

考
慮
さ
れ
、
連
名
で
記
名
さ
れ
た
ほ
か 

「
も
っ
と
ホ
ッ
ト
に
キ
ラ
ッ
と
ま
っ
と
」 

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
入
れ
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

                           

 

田
植
え
も
進
み
ま
し
た 

「ま
っと
米
」収
穫
に
期
待 

                      

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員
会
農
業
分 

科
会
で
も
引
き
続
き
真
人
地
区
の
米
づ 

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

来
年
度
に
向
け
た
無
人
の
草
刈
り
機
導 

入
の
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 

【用
水
は
大
丈
夫
】 

  

昨
年
の
渇
水
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
田 

ん
ぼ
に
水
を
入
れ
る
と
水
持
ち
が
悪
か
っ 

た
り
な
ど
は
、
昨
年
の
ひ
び
割
れ
の
影
響 

で
耕
盤
の
先
ま
で
ひ
び
割
れ
が
伸
び
た
の 

で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
天
水
田
で
は
、
た
め
池
に
水
も
な 

く
代
掻
き
も
で
き
な
い
な
ど
の
話
も
聞
き 

ま
し
た
が
、
ど
の
く
ら
い
の
田
ん
ぼ
に
影 

響
が
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

               

買
物
ツ
ア
ー
実
施 

  

今
年
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
に
向 

け
た
実
証
実
験
と
し
て
、
買
い
物
ツ
ア
ー 

を
７
月
か
ら
11
月
ま
で
の
５
か
月
間
で
月

に
一
回
の
実
証
実
験
を
取
組
む
予
定
で
検

討
し
ま
す
。
詳
細
は
事
後
の
会
報
誌(

真
人

の
風)

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

  
 

買 

物 

ツ 

ア 

ー 

予 

告 
 

実 

施 

日 
 

７ 

月 

５ 

日 (

金) 

時 

間      

９
時
３０
分 

交
流
館
発 

参
加
定
員 

  

９
名(

原
則
真
人
里
地
対
象) 

申
込
み
先 

 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

      
 

 

電 

話      

86-3
0

0
2

  

申
込
内
容  

町
内
・
名
前
・
送
迎
の
有
無 

申
込
み
期
限  

７
月
２
日 

交 

通 

費       

ご
寄
付(

３
百
円
程
度) 

 

※
６
月
２５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、 

開
催
日
ま
で
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、 

参
加
の
方
は
事
前
に
受
け
付
け
ま
す
。 

農村集落の機能を維持し 

持続可能な農業農村地域を創る 
真農会事務所 

耕運はしたけど 

代掻きはしたけど 

水あるの 
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町 

内 

会 

長 

会 

議 
 

 
 

 

&
真
人
地
区
町
内
会
長 

協
議
会
懇
親
会 

  

５
月
１
日(

水)

に
開
催
さ
れ
た
小
千
谷 

市
制
７０
周
年
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
令
和 

６
年
度
町
内
会
長
会
議
が
小
千
谷
市
民
会 

館
で
実
施
さ
れ
、
主
だ
っ
た
事
業
や
制
度 

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、 

小
千
谷
維
持
管
理
事
務
所(

県)

並
び
に
市 

建
設
課
へ
の
道
路
・
河
川
の
今
年
度
要
望 

に
つ
い
て
ま
と
め
、
今
月
末
に
提
出
と
な 

っ
て
い
ま
す
。 

 

真
人
地
区
町
内
会
長
協
議
会
で
は
、
市 

政

７０

周
年
の 

記
念
祝
賀
会
の 

後
に
、
真
人
町 

の
ま
る
い
ち
さ 

ん
に
会
場
を
移 

し
、
真
人
地
区 

町
内
会
長
協
議 

会
の
懇
親
会
を 

行
い
、
情
報
交 

換
と
懇
親
を
深 

め
て
い
ま
し 

た
。 

  

真
人
町
里
地 

振
興
協
議
会
総
会 

  

令
和
６
年
４
月
２６
日(

金)

午
後
５
時
か 

ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
お
い
て
真
人 

町
里
地
振
興
協
議
会
の
総
会
が
開
催
さ 

れ
、
議
長
に
藤
巻
政
一
氏
を
選
出
し
、
前 

年
度
事
業
報
告
と
本
年
度
の
事
業(

案)

に 

つ
い
て
審
議
が
さ
れ
、
承
認
並
び
に
議
決 

が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画(

案) 

及
び
予
算(

案)

に
先
立
ち
、
議
案
第
４
号 

で
令
和
６
年
度
役
員
報
酬
改
定
が
会
則
第 

２４
条
に
よ
り
上
程
さ
れ
、
会
長
報
酬
に
つ 

い
て
年
額
25
万
円
が
３５
万
円
に
改
定
さ 

れ
ま
し
た
。(
副
会
長
及
び
理
事
報
酬
は
据 

え
置
き
で
す
。) 

会
長
並
び
に
理
事
の
皆
様
を
中
心
に
役 

員
が
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様 

に
は
ご
協
力
に
つ
き
ま
し
て
よ
ろ
し
く
お 

願
い
し
ま
す
。 

                   

真
人
町
里
地
役
員
・ 

官
公
所
合
同
親
睦
会 

  

真
人
町
里
地
振
興
協
議
会
の
総
会
後
に 

引
き
続
き
官
公
所(

小
中
学
校
、
駐
在
所
、 

郵
便
局(

欠
席)

、
JA
ミ
ナ
ミ
プ
ラ
ザ)

の
来 

賓
を
を
交
え
た
合
同
の
親
睦
会
が
開
催
さ 

れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
方
々
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
今
年
度
新
任
の
来
賓
の
方
を
紹 

介
し
ま
す
。 

  
 

 

南
小
学
校 

 

郷 

正 

樹 

校
長 

      

南
中
学
校 

今
井 

基
春 

教
頭 

    

な
お
、
今
年 

度
振
興
会
行
事 

で
の
天
神
囃
子 

の
ご
披
露
に
羽 

鳥
勝
弥
干
三
町 

内
会
長
が
デ
ビ 

ュ
ー
し
、
一
年 

間
の
特
典
を
い 

た

だ

き

ま

し 

た
。 

今
後
も
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま 

す
。 

 

【
高
齢
者
学
級
開
校
式
】 

  

令
和
６
年
度
の
小
千
谷
市
公
民
館
事
業 

に
よ
る
高
齢
者
学
級
の
開
講
式
が
４
月
24

日(

水)

に
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
学
級
は
年
間
６
回 

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回
の
開
講 

式
で
は
、
明
治
安
田
生
命
保
険
の
安
田
営 

業
所
長
に
よ
る
「
わ
た
し
と
家
族
の
『
そ 

う
ぞ
く
』」
に
つ
い
て
講
話
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。 

 

受
付
で
は
血
管
年
齢
&
野
菜
摂
取
率
の 

測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
興
味
本
位
で
測 

定
を
受
け
た
田
中
市
議
は
、「
や
は
り
と
言 

う
か
当
然
と
言
う
か
野
菜
の
摂
取
率
は
平 

均
以
下
で
し
た
。 

し
か
し
、
ほ
か
に 

測
定
し
た
方
も
ほ 

と
ん
ど
が
平
均
以 

下
の
数
値
と
お
聞 

き
し
勝
手
に
安
心 

を
し
ま
し
た
。
」
と 

話

し

て

い

ま

し 

た
。 

  

              

 

南
中
学
校
全
校
遠
足 

In
真
人
地
区 

   

南
中
学
校
で
は
、
全
校
遠
足
を
実
施
す 

る
「
ね
ら
い
」
を
①
縦
割
り
班
で
協
力
し 

な
が
ら
活
動
を
行
い
、
絆
を
深
め
る
と
と 

も
に
他
の
生
徒
の
良
さ
を
見
つ
け
る
。
② 

ふ
る
さ
と
を
知
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を 

再
認
識
し
て
、
自
分
が
暮
ら
す
地
域
に
誇 

り
と
愛
着
を
も
つ
。
③
郷
土
の
環
境
を
自 

ら
の
手
で
き
れ
い
に
保
と
う
と
す
る
態
度 

を
育
て
る
。
と
し
、
今
年
度
は
５
月
２
日 

(

木)

に
真
人
地
区
へ
の
遠
足
を
実
施
し
ま 

し
た
。 

 

当
日
は
、
真
人
沢
水
路
橋
、
円
蔵
寺
、 

ま
る
い
ち
、
真
人
小
学
校
跡
地
、
藤
巻
医 

院
を
ポ
イ
ン
ト
に
全
行
程
12

km
を
ゴ
ミ 

拾
い
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
昼
食
会
場 

に
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
立
ち
寄
り
、 

地
域
の
一
品
に
「
豆
ノ
助
」
さ
ん
の
豆
腐 

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
瀧 

澤
振
興
協
議
会
長
よ
り
「
真
人
地
域
に
つ 

い
て
の
講
話
」
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。 

生
徒
は
、
天
気
の
良
い
中
を
元
気 

に
歩
き
ま
し
た
。 

              

真人の風 
（令和 6年５月２５日） 

(全 戸 配 布) 
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【 
お 

知 

ら 

せ 

】 
 

 
 

地
域
の
花
植
え 

デ
イ
ホ
ー
ム
ま
っと 

市
ノ
沢
花
壇
・ 

花
植
え
ポ
ラ
ン
テ
イ
ァ
の
日 

場 
  

所 
 

市
ノ
沢
ク
ラ
ブ
前 

開 

催 

日 
  

５
月
28
日(

火) 

時 
  

間 
 

午
前
９
時
００
分
～ 

 

み
な
み
花
壇
・
花
植
え
の
日 

場 
  

所 
 

地
域
福
祉
C
み
な
み
前 

開 

催 

日 
  

５
月
30
日(

水) 

時 
  

間 
 

午
前
９
時
００
分
～ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
ご
都
合
の
つ
く
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い 

   

市 

政 

懇 

談 

会 

開 

催 
 

宮
崎
市
長
か
ら
市
政
の
説
明
後
、「
市
長 

と
車
座
ト
ー
ク
」
で
小
千
谷
の
未
来
に
つ 

い
て
語
り
合
う
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ 

ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

 

○
真
人
里
地
地
区 

開
催
日
時 

令
和
６
年
５
月
２９
日(

水) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
３０
分
頃 

 

開
催
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

○
真
人
北
部
地
区 

開
催
日
時 

令
和
６
年
６
月
１３
日(

木) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
３０
分
頃 

 

開
催
場
所   

若
栃
集
落
セ
ン
タ
ー 

 

※
ご
都
合
を
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ 

い
。 

 

熊 

出 

没 

注 

意 

!! 
 

引
き
続
き
、
熊
の
出
没
情
報
が
増
え
て 

い
ま
す
。
特
に
集
落
の
家
屋
近
く
で
目
撃 

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
熊
に
遭
遇
し
な
い
よ 

う
、
安
全
対
策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

上
の

QR

コ
ー
ド
か 

ら
、
小
千
谷
市
の
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
ク 

マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ 

い
」
が
見
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。 

 
市 
道 

通 

行 

止 

め 

源 

藤 

山 

線 
  

市
道
源
藤
山
線(
若
栃
～
源
藤
山)

は
土
砂 

崩
壊
の
危
険
性
か
ら
通
行
止
め
と
な
っ
て 

い
ま
す
。 

 
若
栃
地
内
の

市
道
源
藤
山

線
と
一
級
河 

川
真
人
沢
川 

の
交
差
部
か 

ら
若
栃
側
約 

30

m
地
点
の 

県
道
と
市
道 

の
間
の
山
腹 

が
崩
落
し
て 

い
ま
す
。
土 

砂
は
撤
去
さ 

れ
て
い
ま
す 

が
、
梅
雨
時 

期
を
迎
え
て
今 

後
も
崩
落
個
所 

が
危
険
な
た
め 

に
交
通
止
め 

と
な
っ
て
い
ま 

す
。
ご
注
意
く 

だ
さ
い
。 

 

河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 

交
流
館
休
憩
所 

   

４
月
２９
日(

月
・
祭
日)

に
開
催
さ
れ
た 

信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
オ
ー
ク
の
50

km(

津 

南
発)

と
25

km(

旧
川
西
発)

コ
ー
ス
の
休 

憩
所
と
し
、
真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
が
休 

憩
所
の
指
定
と
な
り
、
市
か
ら
豚
汁
配
布 

の
委
託
を
受
け
、
冷
た
い
麦
茶
と
豚
汁
が 

参
加
者
に
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

 

真
人
の
豚
汁
は
お
い
し
い
と
の
評
判 

で
、
役
員
の
昼
食
賄
い
の
豚
汁
ま
で
振
舞 

わ
れ
ま
し
た
。
振
興
協
議
会
理
事
、
保
健 

推
進
委
員
、
デ
イ
ホ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
等
の 

役
員
の
皆
様
に
は
暑
い
中
大
変
お
疲
れ
さ 

ま
で
し
た
。
ア
イ
ス
も
売
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
山
本
山
お
ぢ
ゃ
～
る
会
場
で
の 

豚
汁
配
布
に
つ
い
て
は
、
若
栃
未
来
会
議 

の
皆
様
が
２
千
食
の
豚
汁
配
布
に
奮
闘
し 

ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

                  

                              

         

【
編
集
後
記
】 

 

 

平
成
３０
年
１１
月
２５
日
に
第
１
号
の
会 

報
誌
を
A4
判
両
面
で
発
行
を
し
ま
し
た
。 

当
初
は
不
定
期
の
発
行
で
回
覧
に
て
配
布 

し
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
の
７
月
１０
日
号 

か
ら
全
戸
配
布
と
し
ま
し
た
。 

業
務
に
も
な
じ
ん
で
き
ま
し
た
の
で
令 

和
２
年
１
月
１０
日
発
行
の
第
１０
号
よ
り 

A3
両
面
と
し
て
記
事
の
量
を
増
や
し
、
表 

面
に
は
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
も
の
を
掲 

載
し
、
裏
面
で
は
地
域
の
出
来
事
な
ど
を 

掲
載
し
ま
し
た
。
１１
号
以
降
は
経
費
節
減 

の
た
め
色
紙
に
白
黒
印
刷
で
発
行
し
ま
し 

た
の
で
、
グ
ラ
フ
の
掲
載
な
ど
で
は
表
示 

方
法
に
苦
労
を
し
ま
し
た
。 

 

令
和
３
年
６
月
２５
日
発
行
の
第
２７
号 

か
ら
小
千
谷
市
に
カ
ラ
ー
印
刷
機(

イ
ン
ク 

ジ
ェ
ッ
ト)

が
入
り
ま
し
た
の
で
カ
ラ
ー
版 

と
し
て
発
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
編
集 

が
楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
掲
載 

記
事
が
増
え
て
き
ま
し
た
の
で
、
令
和
５ 

年
４
月
２５
日
発
行
の
第
４９
号
か
ら
A3
両 

面
で
２
枚
の
発
行
と
し
ま
し
た
。
１
枚
は 

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
記
事
の
掲
載
、
も 

う
一
枚
は
お
知
ら
せ
版
と
し
て
第
１
号
を 

発
行
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
発
行 

は
不
定
期
と
し
て
い
ま
す
が
、
広
報
誌
が 

発
行
と
な
る
の
に
合
わ
せ
て
月
一
回
の
定 

期
発
行
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

一
方
的
に
周
知
や
お
知
ら
せ
を
記
事
と 

し
て
発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
当
初
か
ら 

住
民
皆
さ
ん
の
反
応
が
わ
か
ら
な
か
っ
た 

と
こ
ろ
を
気
に
か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、 

多
く
の
皆
様
に
見
て
頂
い
た
り
、
最
近
で 

は
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
た
り
、 

わ
ざ
わ
ざ
電
話
で
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ 

く
な
ど
張
り
合
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 

今
後
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
も 

増
や
し
て
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま 

す
。( 

次
号
に
続
く 

渡
邊 ) 

 
 

  

おぢゃ～る会場で豚汁の提
供を行う若栃未来会議の皆
さん。次から次へと人の列
が切れない。写真提供 市
文化スポーツ課 
 

真人ふれあい交流館駐車場 

豚汁作りも大変 !! 

アイスも売れました 


